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平成２９年度 全国工業高等学校長協会指定事業  

「評価手法に関する調査研究」実施要項 

 

研究課題…「工業高校生の専門的職業人としての必要な資質・能力の開発手法の調査研究」 

テ ー マ…「専門科目（実習）を通した生徒の資質・能力の育成につながる評価手法の実

践研究」 

 

１ 実施目的 

本校において平成 25 年度から平成 27 年度文部科学省「多様な学習成果の評価手法

に関する調査研究」の指定校となり研究を行った。この研究は平成 28 年度から全国工

業高等学校長協会指定事業として継続している。研究実践を踏まえこれまでの成果を

関係機関及び関係高等学校に実践授業を通して公開することで、今後の教育活動の一

助になることを目的とする。 

 

２ 実施日時 

   平成２９年１１月 ９日（木） 

 

３ 実施内容 

    ９：００～ ９：２０  受付 

    ９：２０～ ９：５０  事前説明 

    ９：５５～１１：４５  公開授業 

   １１：４５～１２：３０  昼食休憩 

   １２：３０～１３：００  開会行事 

   １３：００～１４：００  講話 

１４：００～１５：００  研究協議及び講評 

   １５：００～       閉会行事 

 

４ 参加申し込み先（連絡先） 

   別紙「参加申込票」に必要事項をご記入の上、10月 20 日（金）までに FAXか下記メ

ールアドレスへ送付願います。 

 

５ その他 

   ・当日の昼食は８００円でお弁当をご案内いたします。ご希望の方は参加申込用紙

の「お弁当」の欄に「○」と記載ください。 

   ・当日の公開授業終了後、「情報交換会（懇親会）」を 18:00～帯広市内で開催いたし

ます。ご希望の方は参加申込用紙の「情報交換会」の欄に「○」と記載ください。

会場につきましては帯広駅付近で、会費 4,000 円を予定しております。 

    ※授業等で公開授業に参加できない方におかれましても、「情報交換会」への参加

希望の方は、申込用紙に記入の上お申し込みください。 

   ・ご不明な点等ございましたら、下記担当までお問い合わせを願います。 

 

                            【問い合わせ先】 

北海道帯広工業高等学校 

担当：教頭 鈴 木 康 礼 

                           住所：〒080-0872 北海道帯広市清流西 2丁目 8番地 1 

                          Tel ：0155-48-5650  fax 0155-48-2680 

e-mail : yasurei@hokkaido-c.ed.jp 
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別紙 

１ 研究の概略 

  本研究は、平成２５年度文部科学省委託事業として全国工業高等学校長協会が受け、

全国で９校の工業高等学校が研究校として取り組んでいる。 

  研究課題を「工業高校生の専門的職業人として必要な資質・能力の評価手法の調査研

究」とし、研究内容を実習や課題研究など実践的な教育活動を通じて習得させていく工

業高校生の資質・能力を具体的に定義するとともに、それらの向上を図るためルーブリ

ックを活用しパフォーマンス評価を実践していきながら教員の指導方法を明確にしてい

く。また、研究実践校で生み出された評価手法と指導方法が、多様性のある他の工業高

校でも活用できる汎用性を持つことが実証できるよう調査研究を行っている。 

 

２ 日程・実施内容詳細 

日 程 時 間 内 容 

受  付 ９：００～ ９：２０ 管理棟１階 会議室にて受付 

事前説明 ９：２０～ ９：５０ 

研究の概要と授業参観の観点 

（研究担当者） 

   電子機械科  大西 益巳 

          板坂 浩毅 

公開授業 
９：５５～１１：４５ 

 

＜予定＞ 

電子機械科２年 電子機械実習 

建 築 科１年 工業技術基礎 

環境土木１年 工業技術基礎 

電 気 科２年 電気実習 

昼食休憩 １１：４５～１２：３０ 
一般参加者 管理棟 １階 会議室 

来   賓 管理棟 １階 校長室 

開会行事 １２：３０～１３：００ 

１学校長あいさつ 

２来賓あいさつ 

 

講  話 １３：００～１４：００ 

講話 

① 「未定」 

講師 本事業運営委員 

 鳥居雄司 氏 

② 「未定」 

講師 ベネッセコーポレーション 

馬渕 直 氏 

研究協議及び講評 １４：００～１５：００ 

１授業者から 

２参観者等からの質疑及び情報交換 

３指導講評 

 

閉会行事 １５：００～ 学校長あいさつ 
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北海道通信 11 月 16 日付 第５面掲載 
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十勝毎日新聞 2017 年 11 月 17 日付 掲載 
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読売新聞 2017 年 12 月 15 日付 掲載 



   公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

- 102 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育新聞 2018 年 1月 22 日付 掲載 



   公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

- 103 - 

 

 

「平成２９年度工業高校生の専門的職業人として 

必要な資質・能力の評価手法の調査研究」 

授 業 検 討 会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成２９年１２月６日（水）１３：００～１４：４５ 

 

場所 山口県立下関工業・下関工科高等学校 会議室 
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開 会 行 事 13：00～13：05 

（１）あいさつ 

  担当校校長 

山口県立下関工業・下関工科高等学校長  池田 拓司 

 

 

 

（２）指導助言者紹介 

   

 

 

 

【１部】講 話 13：05～13：45 

「資質・能力の育成～なぜ学校教育に求められるかの～」 

        ㈱ベネッセコーポレーション 馬淵 直 

 

 

 

 

 

休 憩 13：45～14：00 

 

 

【２部】授業検討会 14：00～14：40 

・「専門科目（定性分析実習）の指導に関する評価手法の研究」経過説明 

・授業検討「工業技術基礎」応用化学工学科１年  

応用化学工学科  春日 貴江 

 

 

 

 

閉会行事 14：40～14：45 

（１）あいさつ 

  全国工業高等学校長協会 

評価手法研究委員会 運営委員  小山 宣樹 
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参加者一覧 

 

所 属  氏 名 １部 ２部 

全国工業高等学校長協会 

評価手法研究委員会 
運営委員 小山 宣樹 ○ ○ 

㈱ベネッセコーポレーション 運営委員 馬淵 直 ○ ○ 

 

学校名 職 名 氏 名 １部 ２部 

岩国工業高等学校 実習助手 羽村 一樹 ○ ○ 

実習助手 藤重 慶太 ○ ○ 

徳山商工高等学校 教諭 若狭 裕二 ○ ○ 

防府商工高等学校 教諭 森山 龍夫 ○ ○ 

宇部工業高等学校 教頭 山﨑 啓道 ○ ○ 

教諭 吉川 米治 ○ ○ 

小野田工業高等学校 教諭 平川 聡 ○ ○ 

下関中央工業高等学校 教諭 眞矢 繁代 ○ ○ 

教諭 将口 加奈子  ○ ○ 

下関工業・下関工科高等学校 

（研究推進委員） 

校長  池田 拓司 ○ ○ 

教頭（全） 松本 理 ○ ○ 

教頭（定） 上野 和彦 ○ ○ 

教諭 藤井 正史 ○ ○ 

教諭 大塩 功 ○ ○ 

教諭 岡崎 真嗣 ○ ○ 

教諭 松原 浩一 ○ ○ 

教諭 春日 貴江 ○ ○ 

教諭 山田 順司 ○ ○ 

教諭 伊福 晋 ○ ○ 

教諭 大村 繁人 ○ ○ 
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評価手法研究委員会設置要項 

 

（設置） 

第１条 平成 25～27 年度に実施された文部科学省委託事業「工業高校生の専門的職業人として必要な

資質・能力の評価手法の調査研究」を本協会主催で継続することを目的に評価手法研究委員会

(本委員会と略称)を設置する。 

    本委員会は６名（委員長１名、委員５名）で構成される。 

（活動） 

第２条 工業高校教育の「質の保証」を担保するために、工業高校で成果をあげている多面的評価を各

学校における妥当性のある評価に転換し、学習の成果に妥当性を与える活動をする。 

    工業高校教育を特色づける分野（専門科目、実習、課題研究、地域と連携など）における評価

手法及び指導方法の実践研究を通して、求められる資質･能力の評価手法を向上させる。 

（組織） 

第３条 下図の組織構成で本委員会の活動を実施する。 

 

（運営会議） 

第４条 運営会議(本会議と略称)は本委員会活動に必要な事項を検討し、理事会の承認を得て実施する。 

第５条 本会議の構成員は理事会の承認を得て委嘱する。 

（事務局） 

第６条 事務局は全工協会内におき、局長、次長、委員１名で構成し、活動に必要な連絡、調整をする。 

（研究校） 

第７条 実践研究校は、新規研究校、継続研究校そして先行研究校で構成し、年度ごとに委嘱される。 

    実践研究校の活動は「実践研究」、「研究深化」、「普及活動」、「研究支援」で構成される。 

    新規研究校は、公募により委嘱され、該当年度から新規に評価手法を実践研究する。 

    継続研究校は、新規研究校から継続して研究を深化させ、成果を校内外に普及させる。 

    先行研究校は、必要に応じて運営会議が委嘱し、主に普及活動や他校の研究を支援する。 

①専門科目･実習 ②課題研究 ③地域と連携 

先行研究校 

継
続
研
究
校 

新
規
研
究
校 

先行研究校 

継
続
研
究
校 

新
規
研
究
校 

先行研究校 

継
続
研
究
校 

新
規
研
究
校 

事務局 

運営会議 
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（研究） 

第８条 研究は三つの分野(①専門科目･実習、②課題研究、③地域と連携)とする。 

第９条 各研究分野は原則として継続研究校１校と新規研究校 1校の計２校で構成する。 

（活動報告） 

第 10 条 本委員会の活動成果は報告冊子にまとめられるとともに、総会研究協議会等で報告する。 

（期間） 

第 11 条 評価手法研究委員会は平成 33年度末まで活動する。 

(次期学習指導要領改訂 高校は平成 34年度から年次進行により実施予定 H27.11 文部科学省 HP) 

 

（付則） 

この要項は平成 28年６月 21日から施行する。 

平成 29 年２月３日一部(研究校)を改正し、平成 29 年４月１日から施行する。 
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実践研究校 

 

カテゴリー 実践研究校 学校代表 研究代表者 

① 専門科目･

実習 

岡山県立倉敷工業高等学校 内田 範政 校長 大月 剛 

山口県立下関工科高等学校 池田 拓司 校長 春日 貴江 

北海道帯広工業高等学校 金谷 秀幸 校長 大西 益巳 

栃木県立栃木工業高等学校 湯澤 修一 校長 印波 勉 

② 課題研究 

仙台市立仙台工業高等学校 佐藤 明嘉 校長 橋本 正裕 

宮崎県立宮崎工業高等学校 竹下 弘一郎校長 徳永 浩三 

京都市立京都工学院高等学校 砂田 浩彰 校長 築山 富司彦 

③ 地域と連携 
東京都立多摩工業高等学校 早川 信一 校長 千葉 政英 

石川県立工業高等学校 宮越 雅一 校長 本谷 克実 

 

 

 

 

評価手法研究委員 

 

氏 名 職 名 備 考 

原田  昭 元日本工業大学・教授 委員長 

小山 宣樹 元和歌山県立和歌山工業高校・校長  

鳥居 雄司 元東京都教職員研修センター・教授  

山田 勝彦 (公社)全国工業高等学校長協会・局長  

石井 末勝 (公社)全国工業高等学校長協会・次長  

馬渕  直 (株)ベネッセコーポレーション調査研究課  
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空白 

 

平成 29 年度 

工業高校生の専門的職業人として必要な資質･能力の評価手法の実践研究 

 

平成 30(2018)年 3 月 31 日 

公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

株式会社 ベネッセコーポレーション 


